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近年、我々は PIC シンボルを用いたシンボ

ル・プロセッサーを構築し、日常言語に興

味を示さない知的障害児や自閉症児の中で

ものの形や色に強い興味を示す児童のため

の意思表示・概念形成に資する研究を推し

進めてきた [1,2]。 

 絵記号による二語文メッセージの詳細な

観察は言語学の多くの原理を照射すること

になった。我々は言語概念が未生の状態に

おける言語形成の問題と対面することにな

ったのである。そこには記号の表象性と含

意性の問題が潜んでいた。さらには言語形

成の自然な語順と格の形成の問題が潜んで

いた。こうした問題は人類が始原言語を形

成するときに直面した問題である。 

これらの問題については、歴史言語学や

言語類型学の多くの先行研究が存在する

[3-6]。しかし近年の認知科学の成果を考慮

に入れたものは少ないと言える。 

近年の認知科学の知見をもとに人類の言

語の形成を考えるならば、最も初期の言語

には、〔名詞〕が一次感覚野と結びついて形

成され、ついで、運動前野に関係する〔動

詞〕が形成され、〔名詞〕〔動詞〕の結合が

形成されるのが自然である。その後、格の

形成が必要となって、接置詞 (前置詞もし

くは後置詞) が形成されていく。こうした

認知の機構に従って世界の個別言語が形成

されたと考えられる。このような認知の機

構に対する視座は絵記号による言語形成に

も重要である。 

 今後は、当発表の成果を踏まえてシンボ

ル・プロッセッサーの設計や PIC シンボル

のデザイン、PIC シンボルを活用した LL 

ブックの制作に取り組むことになる。こう

した取り組みの例が、今大会において共同

研究者によって発表される [7]。 
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